

































 謹按『孝經』 「廣要道章」云、 「敬者禮之本也。 其君 臣悦、敬一人則千萬人悦。所敬者寡、而悦者衆。此之謂要道也」 。
　














道士の「なぜ一人を敬して千万人もの人が悦ぶことになるのか」という追及に対し、白居易は次のように答える。『孝經』所云「一人」者、謂帝王也。　『孝経』に云う所の「一人」とは、帝王を謂うなり。白居易は 「広要道章」の一節について、 「一 」は「帝王」すなわち皇帝であると説明 てみせた。こ








 礼とは、敬なるのみ［敬とは、礼の本なり］ 。故に其の父を敬すれば則ち子悦び、其の兄を敬すれば則ち弟悦び、其の君を敬すれば則ち臣悦び、一人を敬すれば千万人悦ぶ［上に居りて下を敬すれば、尽く懽心を得。故に ぶと曰うなり］ 。
白居易が「三教論衡」に引いた「敬とは、礼の本なり」という一文は、 『孝経』の本文ではなく、唐の玄宗の御























つものだと説明して見せたのである。このような解釈は『十三経注疏』へと流れていく伝統的な『孝経』解釈の中には一切無い。では、この「一人」を帝王とする見方は、白居易独自の解釈なのだろうか。（二）伝統と異なる解釈の流れ『孝経』には、白居易が「三教論衡」の中で取り上げた「広要道章」のほかにも、 「一人」という表現を用いているところが二か所ある。一つ目は、 「天子章」である。ここに 「甫刑」云、 「一人有慶、兆民頼之」 （ 甫刑」に云う、 「一人慶有らば、



















このように、 『孝経』のなかには、 「一人」という語で帝王を指す例が存在する。また、 「天子章」が引く「一人
慶有らば、兆民これに頼る」という『尚書』の文言は、 「一人」を「兆民」という大きな数と対比させているという点で、 『孝経』 「広要道章 の「一人を敬すれば則ち千万人悦ぶ」という表現に類似している。そうすると、 「広要道章」においてもこれらの解釈と同様に「一人」を帝王とする見方が潜在的にはあった可能性があ
現に、元代の『孝経直解』に、 「広要道章」における「一人」を「天子」に限定する、白居易と同じ解釈を見つ
けることができる。 『孝経直解』は、元末に貫雲石が著した絵入りの『孝経』口語訳本である。 「広要道章」の一節について、貫雲石は次の［ 　］のように説明している。
故敬其父則子悦、敬其兄則弟悦、敬其君則臣悦、敬一人而千萬人悦［這般敬重他父呵、孩兒懽喜。敬重他哥哥呵、兄弟懽喜。敬重他在上人呵、已下懽喜。敬重天子呵、天下人都懽喜］ 。
　












白居易は、 「一人」とは「帝王」であると述べたのち、 「何以明之（何を以てかこれを明らかにせん） 」と言い、








ここに描かれている国家は、 「君」 「人」 「天下」 、すなわち皇帝・臣下・民の三者によって構成されている。その
なかで、ある臣下が皇帝を敬していればそれを見て天下万民は悦び、逆に不敬であれば天下万民は怒るのだ、と白居易は述べる。ここでは、臣下から皇帝への「敬」と、民の「悦」とは相関関係にあることが分かる。
そして、 「敬」とは臣下から皇帝への敬意である以上、敬意の対象である皇帝は「敬」を受けるだけの資格がなく
てはならない。つまり、 皇帝が正しい状態にあれば、 臣下から「敬」を受けることができ、 そのようすを見て民は「悦」びを得ることができる。逆に、もし臣下が「不敬」であり 民が「怒」っていることがあれば、それは皇帝が正しい状態にない を示してい に示されているのは、臣下と民が支持してはじめて存在できる皇帝の姿である
続いて白居易は焦点を「敬」から「礼」へと移し、やはり「礼」が正しく行われていれば民は上位者を積極的に
支持するのだ、と説明する。これは、 『春秋左氏伝』僖公十一年の伝に 「禮、國之幹也。敬、禮之輿也。不敬則禮不行、禮不行則上下昏（礼は国の幹なり。敬は礼の輿なり。敬せざれば則ち礼行われず、礼行われざれば則ち上下昏し） 」とあるように 「敬」は「礼」と同様の概念として認識されていたことに基づくものである。




































































































造である。 「驃国楽」の後半では皇帝と民とが心と体にたとえ れてクローズアップされるが、ここで重要なのは、皇帝の状態と民の状態とは相関関係にあるという点である。皇帝が正しい状態にあり、天下万民 太平を謳歌するためには、 「此の芻蕘（庶 ） 言を聞くに如かず」 、皇帝は自国の民の声に耳を傾け 身を正さねばならない。これが新楽府「驃国楽」の趣旨である。
そして、 「驃国楽」における「君」と「民」との関係 、とりもなおさず「三教論衡」における「君」と「天下」
の関係に等しい。新楽府に込められた諷諭 意識は、 「三教論衡 の か 現れていたのであった。
おわりに
白居易「三教論衡」に見える、 『孝経』 「広要道章 の 一人」を「帝王」に限定する解釈は、伝統的な解釈 は


















 元版孝經直解』 （汲古書院、一九九六年） 、三八～三九頁

（大学院博士後期課程学生）

要旨
關於白居易的〈三教論衡〉
堀　　　史　人
白居易的〈三教論衡〉是在皇帝生日所舉行的儒・佛・道三教代表者的
討論的記錄。白居易的這一作品歷來被認為是一種戲劇的腳本。
在這一文章中，白居易將《孝經》〈廣要道章〉的“敬一人則千萬人悅”
句中的“一人”解釋為“帝王”。這一詮釋在匯總於《十三經註疏》的傳統的
《孝經》解釋中是不存在的。可是，通過元代《孝經直解》的與白居易相同的
解釋的事實，與傳統相異的《孝經》解釋的存在是有可能的。白居易就是依據
這一相異的解釋而展開了〈三教論衡〉的論述吧。
此外，〈三教論衡〉中反映了白居易的國家観念。白居易在新樂府〈驃國
樂〉中敘述了皇帝與庶民的狀態在於其相關關係中，並對皇帝的應有姿態進行
了諷喻。於此相同的意識同樣表現在他的〈三教論衡〉中。〈三教論衡〉並不
是單純的腳本，正因為其包含了白居易在新樂府中的對皇帝的諷喻的意象，所
以它才被白居易附之自序收錄到自編文集中。
